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附
近
大
明
寺
地
方
及
び
山
田
町
地
方
も
亦
明
治
中
大

山
明
寺
に
編
入
せ
ら
れ
、
加
し
て
山
凶
川
地
方
は
更
に

市
川
と
改
め
ら
れ
た
。

ダ
イ
シ
ョ
ウ
ジ
大
翠
寺

紅
泊
仰
に
在
っ
た
寺

院
。
も
と
平
安
羽
時
代
の
白
山
抗
院
の
一
つ
で
、
今

の
銅
城
山
に
在
り
、
三
光
山
大
山
間
寺
と
放
し
た
が
、

後
に
隠
し
た
。
下
っ
て
惚
永
中
根
来
寺
の
柄
引
廿
述
、

越
前
三
凶
に
前
谷
寺
を
即
日
て
、
幾
〈
も
な
〈
大
限
寺

町
に
来

b
、
町
よ
り
備
に
通
ず
る
道
路
と
苦
附
に
向

か
ふ
道
路
と
の
中
間
圧
上
に
一
宇
を
建
て
、
新
制
谷

山
大
山
部
寺
と
読
し
た
が
、
天
文
中
兵
火
に
縫
っ
て
紺

屋
町
〈
後
の
寺
町
〉
に
伽
院
を
再
興
し
た
o
主
代
質
経

の
時
前

m利
治
こ
L
に
入
部
L
、
寺
地
を
石
堂
山
相
胞

に
賜
ふ
に
及
び
、慈
光
院
と
改

m
L
J帥
仰
を
混
じ
て

税
制
明
と
い
は
れ
た
が
、
明
治
の
後
山
下
紳
枇
に
な

っ
た
。
白
山
五
院
の
大
館
寺
は
天
台
で
あ
ら
う
と
思

は
れ
る
が
、
惑
光
院
は
提
言
で
あ
っ
た
。

ダ
イ
シ
ョ
ウ
ジ
大
正
拷

江
泊
郡
大
間
師
寺
町
の

こ
と
で
、
大
迎
寺
が
も
と
寺
蹴
に
起
っ
た
名
で
あ
る

か
ら
、
之
を
避
け
て
佳
字
を
用
ひ
た
の
で
あ
る
。
叉

元
織
元
年
六
且
廿
三
日
に
は
加
判
国
務
で
今
後
大
正
持

の
文
芋
を
用
ひ
る
こ
と
に
定
め
た
が
、
こ
の
後
に
も

術
大
破
寺
・大
正
待
混
用
し
て
ゐ
る
。

ダ
イ
シ
ョ
ウ
ジ
大
正
寺
大
田
県
寺
の
町
名
そ
民

間
で
は
大
正
寺
と
惑
い
た
も
の
が
多

い
o
大
疋
寺
の

文
字
は
、
院
長
近
年
八
月
品
川
四
日
家
肢
が
，

M
m利
長

に
拠
へ
た
泊
忠
に
も
見
え
る
。

ダ
イ
シ
ョ
ウ
ジ
大
勝
寺
前
凶
利
授
が
臨
長
去

年
八
月
三
日
商
品
石
見
守
に
奥
へ
た
感
紋
に
、『
今
且

一
日
に
大
勝
寺
之
城
へ
取
懸
、
即
時
に
攻
入
云
々
』

荒
町
銭
砲
町
田
原
則

市
佐
初
日
官
生
町
永
町

タ
イ

弓
町
金
子

敷
地
町
稗

と
あ
る
。
大
禦
寺
を
大
勝
寺
と
住
い
た
の
は
、
一

時

一
C
C足
利
氏
と
大
采
寺

l
足
利
氏
は
そ
の
祈
耐
を
行

の
副
言
で
あ
ら
う
。

一
ふ
に
泊
っ
て
、
庇
之
を
大
来
寺
に
命
じ
た
。
正
平
六

ダ
イ
シ
ョ
ウ
ジ
大
勝

持

江

伯
郡
大
型
幸
町
本

一
年
(
概
隠
二
U

七
月
舘
時
館
氏
と
不
利
で
あ
っ
た
在
中
世

話
寺
の
慌
銘
は
、
資
永
十
八
年
と
あ
る
も
の
で
、
そ

一
一
は
越
前
に
脱
走

L
、
そ
の
従
越
巾
の
守
秘
桃
升
直
結

れ
に
は
大
山
南
寺
町
青
大
腸
持
と
郡
い
て
あ
る
。

一
は
、
鍍
氏
に
抗
す
る
潟
、
出
で
L
近
江
の
八
相
山
に

ダ
イ
ジ
ヨ
ウ
ジ
大
乗
寺
ハ
一
〉
治
拡

l
初
め
石

一
附
し
た
が
、
九
月
十
二
日
忽
氏
の
胤
は
攻
め
て
之
を

川
部
野
々
市
に
在
っ
て
、
弘
足
元
年
以
燃
家
仰
の
之

一
定
ら
し
め
た
。
今
大
束
寺
に
あ
る
、『
凶
徒
退
治
折
艇

を
建
て
、
続
出
訴
の
品
川
被
お
阿
附
梨
を
し
て
住
せ
し
め

一
郁
、
特
可
被
致
粉
誠
之
判
如
件
。
削
叫
惚
二
年
九
月
什

た
所
。
然
る
に
沼
海
は
川
町
て
永
平
寺
の
徹
迦
義
介
に

一
二
日
在
刊
〈
隼
氏
)
O

大
一
点
寺
長
老
O
』
と
あ
る
文
部
は

就
い
て
部
裂
を
問
う
た
聞
係
に
よ
り
、
家
仰
と
抹
つ

一
か
う
し
た
際
の
も
の
で
、
こ
の
時
徳
氏
は
向
近
江
の

て
お
時
永
平
寺
を
退
隠
し
そ
の
山
内
に
位
し
て
ゐ
た

一
邸
中
に
在
っ
た
0
.加
し
て
こ
h
に
凶
徒
と
い
ふ
は
、

徹
沼
に
寺
琵
そ
桜
ら
ん
と
欲
し
、
正
郎
二
年
之
宇
一Mm
一
宮
方
た
る
と
底
部臨
方
た
る
と
聞
は
ず
、
己
に
反
抗
す

部
し
た
の
で
、
徹
通
は
逢
に
之
に
臨
み
、
改
め
て
制

一
司令
一
切
の
敵
そ
指
し
た
の
で
あ
る
。

十
月
勉
氏
京
に

院
と
し
た
。
山
測
の
法
日
開
加
賀
に
嬬
か
れ
る
こ
と
山

一
入
り
、
鎌
内
川
に
赴
い
た
直
殺
そ
討
た
ん
と
欲
し
、
停

に
之
を
初
と
し
、
耐
し
て
大
束
寺
が
印
刷
第
二
の
本

一
っ
て
宮
方
に
m
出
願
し
た
が
、
後
村
上
天
息
一は
似
に
之

山
と
自
到
す
る
所
以
も
亦
こ
L
に
存
す
る
o
大
来
寺

一
作
許
し
、
七
年
(
文
利
元
U

間
二
月
八
幡
に
附
則
(
を
准

は
微
迎
総
介
の
後
、
祭
山
削
削
減
b
k
料
て
、
臨
捕
仰
の
恭

一
め
、
忽
ち
京
附
攻
略
の
軸
即
売
示
し
給
う
た
。

こ
与
に

郎
辺
良
一
時
之
に
位
し
た
が
、
そ
の
去
っ
た
後
、
正

一
於
い
て
宮
方
と
武
家
方
の
開
明
復
起
っ
た
が
、
八
年

平
元
年
(
点
和
二
〉
地
閉
山
隙
朕
家
替
は
、
寺
山
政
地
そ

一
(
文
利
二
〉
六
月
に
早
川
っ
て
悶
躍
の
勢
大
に
鋭
ひ
、
敏

感
げ
て
之
を
永
光
寺
ご
代
明
的
議
官
に
寄
巡
住
持
せ

一
氏
の
お
に
京
摘
に
関
守
し
た
義
険
常
治
う
た
か
ら
、

し
め
た
o
次
い
で
足
利
寂
氏
本
寺
を
祈
願
寺
に
岱
て

一
十
三
日
義
玲
は
後
光
臨
院
を
奉
じ
て
副
大
般
に
脱
走
し

て
か
ら
、
室
町
静
寂
隆
刑
之
に
郎
依
し
、
、義
組
の
時
一
た
。
大
衆
寺
所
縦
『
天
下
即
時
凪
析
結

m、
近
日
可
抽

に
至
る
ま
で
相
次
い
で
寺
簡
の
街
地
札
町
悌
ら
な
か
っ

一
山
部
品
川
之
紋
如
何
。
文
利
二
年
七
月
二
日
在
利
(
総
段
〉
。

た
。
後
前
町
利
家
の
時
に
及
び
、
十
四
代
此
室
春
策
一
大
衆
寺
長
老
。
』
と
あ
る
も
の
は
、
亦
こ
の
聞
の

mに

の
新
に
よ
り
て
寺
を
金
押
仰
木
新
保
に
移
し
、
間
出
民
六
一
邸
L
、次
い
で
官
抗
日
彼
は
再
び
京
師
や
や
回
復
し
た
。

年
十
五
代
議
室
呑
需
の
時
叉
今
の
本
多
川
大
東
寺
坂
一
か
〈
の
如
く
大
来
寺
が
常
に
足
利
氏
の
録
に
丹
誠
を

下
の
地
に
修
ら
し
め
、
元
職
十
年
二
十
八
代
明
州
珠
一
抽
ん
で
た
も
の
は
、
加
賀
の
守
秘
白
根
氏
が
武
家
方

心
の
時
更
に
石
川
郡
寺
地
山
に
鞘
じ
た
。
也
寺
は
山

一
で
あ
っ
た
関
係
に
も
よ
る
も
の
で
あ
ら
号
。

蹴
を
槌
樹
林
・金
叫
間
的
文
は
烈
呑
山
と
い
ひ
、
(
後
に

一
(
一=
〉
川
代

l
大
衆
寺
の
川
代
は
、
側
山
徹
沼
郡明介
、

は
松
樹
林
と
も
mu
〈。
U

寺
を
大
衆
純
凶
翻
寺
と
も
い

一
一
一
代
築
山
紹
部
、
列
外
出
制
刷
出
辺
良
、
コ
一
代
問
的
紫
哲
、

ふ
。
そ
の
培
断
定
沌
院
は
廷
闘
二
年
徹
泊
の
創
立
、

一
列
外
無
細
業
娘
、
四
代
珠
般
道
診
、
五
代
徹
山
田
回
一腕
、

来
光
院
は
正
中
二
年
祭
山
の
創
虫
、
高
安
粁
は
問
問

一
六
代
桜
桜
永
呂
、
七
代
詩
山
了
述
、
八
代
議
山
等
仁
、

苅
年
明
的
の
創
立
で
あ
っ
た
が
、
今
は
存
せ
ぬ
。
九
代
創
刊
M
堅
院
、
十
代
幾
年
川
以
阪
、
十

一
代
健
室
智

(
四
〉
寺
曲
折

l
大
束
寺
は
祭
山
町
制
剤
の
附
た
る
徹
布
地
出世

介
の
草
創
な
る
が
般
に
、
そ
の
法
嗣
た
る
築
山
印
刷
礁

の
浮
佐
:一永治
・総
持
三
寺
よ
り
も
、
話
然
上
位
に
厨

ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
と
宅
挺
し
た
。
築
山
紹
到
が
永
光

寺
で
密
い
た
遺
文
に
、『
大
衆
寺
中
H
先
師
刷別法
之
加
州

第
一
之
品
目
寺
』
と
あ
る
の
は
そ
の
穏
昧
に
近
い
。

(}乱〉凶向

H
l笛
寺
の
凶
伐
に
支
那
郁
利
制
式
が
あ

る
。
叉
法
貨
物
の
鼠
裂
な
る
も
の
に
一
夜
襲
磁
集
が

あ
る
。

l
シ
ナ
ゼ
ン
セ
ツ
ズ
シ
キ
支
那
郡
利
回

式
。
へ
キ
ガ

y
y
ユ
ウ

m
省
出
世
集
。

閥
、
十
二
代
庇
渓
疋
伴
、
十
三
代
宮
市
血
柿
捕
、
十
四

代
氏
室
春
策
、
十
五
代
議
室
君
袋
、
十
六
代
伸
明
堂
町

泡
、
十
七
代
霊
山
良
品
、
十
八
代
裕
夫
玄
液
、
十
丸

代
州
山
春
昌
、
二
十
代
位
室
際
等
、
サ
一

代
越
山
間

越
、
什
二
代
前
州
光
智
、
サ
三
代
明
滋
雄
政
、
官
四

代
館
岩
部制
門
、
A
H

抗
代
由
郎
玄
柄
、
サ
六
代
且
舟
来

初
、
廿
七
代
目
山
道
白
、
列
外
徳
翁
民
高
、
サ
八
代

明
州
珠
心
、
サ
九
代
市
山
道
断
、三
十
代
山田町
V

了
局
、

三
十
一
代
金
堂
塗
前
、
三
十
二
代
附
田
源
摘
水
、
三
十

三
代
担
鮫
岡
山
玄
、
三
十
四
代
大
機
行
休
、
三
十
五
代

三
州
自
問
、
三
十
六
代
訴
心
白
徒
、
三
十
七
代
慾
麟

玄
靴
、
=一
十
八
代
逆
水
制
流
、
三
十
九
代

一
人
質

門
、
四
十
代
大
股
一
一品
釣
、
凶
十

一
代
芳
光
組
俊
、
四

十
二
代
日
日
初
制
前
、
四
十
三
代
無
限
慰
部
、
四
十
四

代
諸
圭
袷
天
、
再
住
無
原
慰
翻
、
四
十
五
代
梅
磁
玉

香
、
四
十
六
代
如
路
拡
堂
、
四
十
七
代
同
山
治
問
、

四
十
八
代
仰
務
天
筒
、
四
十
九
代
天
能
批
判
掛
川
、
五
十

代
役
梅
田
県
却
、
五
十

一
代
老
胞
筑
梅
、
京
十
二
代
附

梼
得
館
、
究
十
三
代
組
染
出
世
泊
、
五
十
四
代
餓
俄
然

防
、
京
十
五
代
仰
闘
部
透
、
主
十
六
代
神
的
制
…
如
、

百
十
七
代
氏
側
俊
賄
、
}九
十
八
代
納
準
石
夫
、
五
十

丸
代
心
刷
出
鰐
伴
、
六
十
代
仰
心
諮
海
を
政
へ
て
明
治

相
刑
に
入
る
。

四
九


